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国際青年環境NGO A SEED JAPAN・ごみゼロナビゲーション 

はこれまでに音楽フェスティバルを中心に、多くのイベントで 

環境対策を行ってきました。2005 年度は、計 20本以上の 

大規模音楽イベント（FUJI ROCK FESTIVAL、SUMMER SONIC 

東京・大阪、北海道RISING SUN ROCK FESTIVAL、神戸 RUSH 

BALL…など他多数）において、ごみの分別・削減に焦点を当てた 

来場者参加型の環境対策を行なってきました。 

「音楽があるから出来ること、非日常の空間が気付かせて 

くれること」そんな音楽が放つ影響力を、イベントにおける 

ごみゼロナビゲーションの活動を通して、私たちは肌で感じて 

きました。 

このような可能性を受けて、私たちはより日常に近く、毎日 

熱い音楽空間が創られているライブハウスやクラブから新しい 

環境プロジェクトの展開を始めました。それが「LIVE ECO」です。 

そしてここで焦点になるのがドリンク用のカップです。 

 

日本全国に1000店舗以上あるライブハウス。クラブを含めればその数は何千軒にものぼります。そ

の多くが来場者にドリンクを提供する際に使い捨てカップを使用しています。そこで各店舗が洗ってくり

返し使えるリユースカップに切り替えていくことで、全国単位で大量のごみを削減できるわけです。

LIVE ECO とはつまり、「リユース」というより環境負荷の低い仕組みを、ライブハウス・クラブに導入す

る活動です。 

また、日本の様々な地域にあり、日々営業しているこの空間には若者を中心とした多くの来場者が

集まります。彼らに「リユース」というスタイルを伝えることで、より環境負荷の低い生活習慣や考え方

を広めていくことも、LIVE ECO の重要な活動内容であると考えています。 

そうして、ライブハウス・クラブといった音楽空間を創り上げているスタッフ、アーティスト、来場者全

てを巻き込きこみ、「リユース」が社会に浸透していくための一助となるような活動を、「LIVE ECO」は目

指していきます。 
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